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３ 自然動態 

 

3.1 出生・死亡 

（1）全市域 

 令和元年度（2019 年度）以降の出生・死亡の動向を見ると、いずれの年においても死亡

が出生を上回る自然減の傾向にある。令和 5 年度（2023 年度）の出生は 2,928 人、死亡は

4,609 人、出生から死亡を引いた自然増減は▲1,681 人となっている。出生数は減少傾向、

死亡数は増加傾向にあり、自然減の幅は拡大している。 

 

 
 

（2）7地域 

 令和元年度（2019 年度）以降の出生・死亡の動向を 7 地域別に見ると、中北部・中部・

西部・南部は一貫して自然減であり、北東部・北部は令和 2 年度（2020 年度）から自然減

に転じている。 

 令和 5 年度（2023 年度）の 7 地域別の自然増減を見ると、減少数が多いほうから順に、

南部（▲603 人）、中部（▲338 人）、中北部（▲275 人）、北東部（▲213 人）、北部（▲135

人）、西部（▲121 人）である。自然増は、東部（4 人）のみである。 
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（3）小学校区 

 令和元年度（2019 年度）以降の自然増減を小学校区別に見ると、ほとんどの校区で自然

減となっている。自然増・自然減が多い校区は、それぞれ以下のとおりである。 

 

自然増が多い小学校区 自然減が多い小学校区 

  出生 死亡 自然増減   出生 死亡 自然増減 

寺内 710 325 385 庄内さくら 716 1,943 ▲ 1,227 

新田 552 245 307 庄内南 152 535 ▲ 383 

桜井谷東 729 466 263 庄内西 221 566 ▲ 345 

東泉丘 453 256 197 豊島 514 838 ▲ 324 

新田南 410 352 58 北丘 227 494 ▲ 267 
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小学校区別 令和元～5 年度（2019～2023 年度）自然増減 
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3.2 子ども女性比 

（1）全市域 

 令和元年（2019 年）以降の子ども女性比（0～4 歳の子ども人口を 20～44 歳の女性人口

で割った値）4を見ると、近年は低下傾向にある。 

 

 

 
R1

（2019） 

R2

（2020） 

R3

（2021） 

R4

（2022） 

R5

（2023） 

0～4 歳 17,973 17,845 17,375 16,710 16,087 

20～44 歳女性 60,474 59,968 58,965 58,058 57,358 

 

（2）7地域 

 令和元年（2019 年）以降の子ども女性比を 7 地域別に見ると、東部・南部では上昇傾向、

北東部・北部・中部では下降傾向にある。令和 5 年（2023 年）時点の子ども女性比は高い

方から順に、東部（0.351）、北東部（0.319）、北部（0.290）、中北部（0.290）、中部（0.262）、

南部（0.261）、西部（0.230）である。 

 

                                                      

4 子ども女性比は将来人口推計で出生率の代替指標として用いられる。ただし、出生だけ

ではなく、死亡や社会動態も反映した数値であることに注意が必要である。子ども女性比

は、0～4 歳の子ども人口を 15～49 歳の女性人口で割ることで求められる場合もあるが、

20 歳未満と 45 歳以上の出生率は非常に低いことから、ここでは女性人口を 20～44 歳と

して計算した。 
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R1 R2 R3 R4 R5 

北東部 0～4 歳人口 3,091 2,946 2,764 2,537 2,337 
 

20～44 歳女性人口 8,328 8,124 7,914 7,585 7,317 
 

子ども女性比 0.371 0.363 0.349 0.334 0.319 

北部 0～4 歳人口 2,502 2,416 2,360 2,323 2,211 
 

20～44 歳女性人口 8,031 7,873 7,791 7,746 7,636 
 

子ども女性比 0.312 0.307 0.303 0.300 0.290 

東部 0～4 歳人口 2,259 2,387 2,304 2,236 2,183 
 

20～44 歳女性人口 7,120 7,158 7,016 6,845 6,228 
 

子ども女性比 0.317 0.333 0.328 0.327 0.351 

中北部 0～4 歳人口 3,918 3,927 3,842 3,693 3,594 
 

20～44 歳女性人口 13,868 13,753 13,625 13,424 12,405 
 

子ども女性比 0.283 0.286 0.282 0.275 0.290 

中部 0～4 歳人口 3,629 3,589 3,500 3,324 3,130 
 

20～44 歳女性人口 12,622 12,552 12,204 12,133 11,961 
 

子ども女性比 0.288 0.286 0.287 0.274 0.262 

西部 0～4 歳人口 621 623 641 642 639 
 

20～44 歳女性人口 2,751 2,700 2,756 2,755 2,775 
 

子ども女性比 0.226 0.231 0.233 0.233 0.230 

南部 0～4 歳人口 1,953 1,957 1,964 1,955 1,993 
 

20～44 歳女性人口 7,754 7,808 7,659 7,570 7,633 
 

子ども女性比 0.252 0.251 0.256 0.258 0.261 
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（3）小学校区 

 令和 5 年（2023 年）の子ども女性比について、高い小学校区、低い小学校区はそれぞれ

以下のとおりである。 

 

子ども女性比が高い小学校区 子ども女性比が低い小学校区 

  0～4 歳 
20～44

歳女性 

子ども 

女性比 
  0～4 歳 

20～44 

歳女性 

子ども 

女性比 

東泉丘 478 1,286 0.372 螢池 310 1,799 0.172 

南丘 508 1,373 0.370 克明 357 1,674 0.213 

北緑丘 315 895 0.352 庄内西 163 736 0.221 

豊南 326 934 0.349 豊島 442 1,993 0.222 

東丘 361 1,098 0.329 庄内南 154 675 0.228 
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小学校区別 令和 5 年（2023 年）子ども女性比（0～4 歳子ども人口／20～44 歳女性人口） 

 

  


